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▲適切な水管理と防除で本田管理の総仕上げを

水田管理の総仕上げ

　6月の低温･日照不足により一時は有効茎が確保でき
るか不安に感じた時期もありましたが、品種･ほ場に
より差は見受けられますが生育量も回復してきました。
これから出穂期を迎えるにあたり適切な水管理･防除
が必要となってきます。
◎出穂期～穂揃期
　光合成が盛んに行われ、稲が最も水分を必要（花水）
とする時期です。湛水状態の管理を徹底しましょう。
◎登熟期
　この時期の水管理は食味･品質･収量に大きく影響し
ます、2湛2落を基本とした間断かん水を行いましょ
う。出穂後20日までは、作溝に一部水が残る程度に
行い、それ以降～30日までは、足を入れてかかと部分
に一部水がにじみ出る程度を目安にしましょう。
◎落水時期
　出穂後30日を目安にして下さい。早期落水は登熟
不足による品質低下の要因の一つです。ほ場の透水
性・登熟状況を確認し落水時期を調整してください。
◎異常気象に対する水管理
　登熟期間中の異常高温や強風（フェーン現象）は稲
体の消耗が大きくなり、活力が低下します。今後の気
象予報に注意いただきこのような現象が予測される場
合は、間断かん水から一時的に浅水管理にして、ほ場
を飽水状態にしましょう。

6月の低温･日照不足により一時は有効茎が確保で

営農のしおり
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◎病害虫防除について
　出穂期は病害虫の被害を最も受けやすい時期です。
特に「いもち病」や「斑点米カメムシ類」の発生は品
質・収量を著しく低下させます。こまめにほ場を見回
り、各地区の防除計画を遵守し防除を実施しましょう。
　また、管内一部でアワヨトウの幼虫による食害が確
認されております。食害スピードが著しく速いため、
ほ場の見回りの際には稲が食害を受けていないかどう
か注意を払っていただくようお願いします。ご不明な
点がございましたら、最寄の営農課までお問い合わせ
ください。 酒田ひがし営農課 岡部真治
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葉面との接着面が大きくなる

展着剤で薬液の付着が良くなる

展着剤未加用 展着剤加用


